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言語文化の 体系化 と問題点
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一

（城 西 大短 大 部 ）

1　 意味 の 計量化

　 言語 学者 に よ る言語 文化 の 記述 は 、 も っ ぱ ら知 的意味 の 並 列 的記 述 に と ど ま り 、 感 情的

意味 ・文化 的意 味 な ど他 の 意 味分 野に お い て い か な る構 造 と体 系を有 す るか に つ い て は触

れ て い な い 。 文化 と言 語 行動 との 関係を明 らか に す る に は 、 さ ま ざま な 側面 か ら の 調 査 が

不可 欠 で あ る 。 こ こ で は 童 遊 び の よ うな口 遊 び の 要素 （言語 面 の 要素 ）と動作 （行動 面の

要索 ）と をあ わ せ も っ た 言語 文化 を例 に 、 体 系化 ・計量 化す る場 合の 問題 点 に 触 れ て い き

た い 。

　 童遊 び と い う 言 語 文化 を体 系化 ・計量化 し て い くに は 、 カ イ ヨ ワ 『遊 び と 人 間 』 の 提 案
　 　 　 　 　 　 　 エ 1 ）　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　 く2 ユ

した 4 要素 2 概 念 や 、 青柳 ま ち 子 『 「遊 び 」 の 文 化 人類学 』の 12要 素 で は と て も記述 で

きな い 。 言語事象 や文化 の 社会的 意味 や 歴 史 的 意 味 を精 密 に 記 述 し よ う とす れ ば 、 さ ら に

多 くの 意味 特 徴が 必 要 に な る が 、 こ の 領 域 の 研 究 は き わ あ て 未 開拓 で あ る 。

　 こ こ で は r守貞 謾稿 』 （東 京堂 出版 〉を分析 対象 に す る 。 こ の 文献 は 江 戸 時代 の 天 保 8
〜嘉永 6 （1837〜 1853 ）年 頃 の 江 戸 ・京 師 ・浪華 の 年 中行事 ・生業 ・衣 食住 ・生業 ・人世

儀 礼 ・遊 技 な どを挿 し絵 と文章 と で 詳細 に 記録 した 書 で あ る 。 江戸 に お け る主 な童 遊 び は 、

次 の とお りで あ っ た （カ ッ コ 内は 予 想 され る 語源 。 説明 の 長い 遊 び は 要約 し た ）。

　  テ ダ マ トリ （手 玉 取 り ）＝女 童の 遊 び 。 口 遊 びの 有 無は 不 明 。

　 　 　 　 　 に3 チ

　  ヅ ン バ イ　（礫 打 ）＝擲 石 と も 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は し b

　  タ ケ ウ マ （竹 馬 ） ＝ ： 竹 馬 馳 。 7 、 8 尺 の 竿 に 縄 を以 て 横木 を く s りつ け て 足 が か り と

　 　 し 、 乗 っ て 遊 ぶ 。 男童 の 遊 び 。

　  ナ ゾ （何 曽）＝謎 々 遊 び 。

　  ユ ビ ヒ キ （揩 引 ）＝ 1 指 を 曲げ て 引 き合 う 。

　  ウデ オ シ （腕 押 し ）＝ 手 を挙 げ掌 を合 わ せ て 握 り 、 押 し伏 し た 者 を勝 ち と す る 。

　  ニ ラ ミク ラ （睨比 ）＝目比 べ
。 に らめ っ こ 。

　  タ コ （凧 ）＝凧 揚 げ 。 正 月 15 、 16 日が 盛 ん 。

　  コ マ （独 楽 ） ＝ 独 楽 回 し 。

　  コ ヲ トロ コ トロ （子 を取 ろ子取 ろ ） ＝ 後 ろ帯を掴ん で
一

列 に 並ん だ 男童 ・女童 た ち の

　　最 後尾 の 童 を 鬼 が 追 い か け 、最 前列 の 童 が 両 手 を広 げ列 を くね らせ て 鬼 の 邪魔 を す る 。

　  オ ニ ゴ コ （鬼 ご っ こ ）＝鬼 に な っ た 童 の 名 を い っ て 「誰 さ ん の 鬼 は 怖 く もな い そ 」 と
　 　 は や

　　囃 し な が ら逃 げる 。

　   φ ；鬼 に な っ た童 が 1 入 で 路 上 に 立 ち 、 衆童 が 路の 両側 の 軒下 に 別れ 機 を 見 て 向 こ う

　 　側 に 走 り渡 る の を 鬼が 捕 ま え る と渡 し鬼 をす る 。 「ム カ ウ ノ オ バ サ ン 、 チ ョ トオ イ デ 」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ママ
　 　「オ ニ ガ コ ワ ク 、 テ ユ カ レ マ セ ン 」　「ソ ン ナ ラ 、

ム カ ヒ ニ マ イ リ マ シ ヨ 」 と い い な が ら

　　走 り渡 る。江 戸 も京 阪 も こ の 遊 び に は 名 称 が な い 。
　 　 　 　 　 　 マ ？

　   カ ク レ ン ポ （隠 れ ん 坊 ） ＝ 三 都 と もに こ う呼 ぶ 。 隠 れ 遊 び の 転 。 「
一

童 、 眼 ヲ 袖 ニ テ

　　覆 ヒ フ サ ギ 、

．
其間 二

、 衆 童諸 所 二 潜 ミ隠 レ 、 是 ヲ尋 ネ求 メ シ．ム ル ノ 戯也 」 。

　   メ カ ク シ （目隠 し 〉 ＝ 目 を手ぬ ぐい で お お っ た 鬼 を手 を打 ち か ら か い な が ら徘 徊す る 。
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　 鬼 に 捕 ま っ た ら交 替す る 。

  φ ＝ ま わ りの ま わ りの 小佛 。 衆童 手 を結ん で 輪に な り、 「マ ワ リノ 丶 〆 小佛 、何 で 脊
　 　 　 マ マ

　ガ 低 イ ナ 」 「親 ノ 日ニ ト S ク ッ テ 、 ソ レ デ 脊ガ 低 ヒ ナ 」 と 囃 し な が ら 、 輪 の 中 の 童 と

　動作 が 反対 に な る よ う に 立 っ た り座 っ た りし て 戯れ る 。

  イ モ ム シ （芋 蟲 ） ＝ 5 〜 7 人 く ら い の 男童 ・女童 あ る い は 男女相 交 え 、後 ろ帯 を 掴 ん

　で 縦 に つ な が り、 　「イ モ ム シ 、 コ ロ コ ロ 、 ヒ ヤ ウ タ ン 、ポ ッ ク リ コ 」 と 唱 え な が ら、

　膝 を 折 っ て に じ り歩 く 。

  φ ＝ 8 月 15 日 の 月 を見 て 「ウ
ー

サ ギ ウサ ギ 、 、 何 ヲ 見テ ハ ネル 、 十 五 夜 オ ッ キ サ ン
、

　 見 て ハ
ーネ ル 」 と歌 い な が ら、飛 び跳 ね る。

  φ ＝ 衆童 手 を 携 え て 連な り 「淀ノ川 瀬ノ 大 水車 、 ドン ド ト落 ル ハ 、 瀧の ミヅ云 々 」 と

　唱 え な が ら 、 年長 の 童 2 人の 携 え た 手 の 下 を遠 い 方 の 子 か ら く ぐ っ て い く 。 く ぐ り返

　 し て 数回 をな す 。

  テ マ リ （手鞠 ） ＝ 正 月 に 女 童 が遊ぶ 。 「ヒ トッ トヤ 、 ヒ イ トヨ ア ク レ バ
、

ニ ギ ヤ カ ニ

　 i云 々 」 と歌 い なが ら鞠 を つ く。

  ボ ン ボ ン （盆 々 ）＝盂 蘭 盆戯 。 手 を引 きあ い 幼児 を先 に 年長 の 童 を後 ろ に して 列 を な

　 して 歩 む 。 7 月初か ら月 末ま で の 女童 の 遊 び 。 京阪 ほ ど盛 ん で は な く 、 多 くは 小民 の

　娘の み 。

2　 知的 意味 の 体 系化

　 前節 の よ う な記 述 か ら語彙体 系 の 記述 へ と 進む に は 、 なん ら か の 要 素設 定 と数理 分析 が

必 要に な る 。 上 代 か ら現代 に い た る童 遊 び の 知的 意味 に お い て 多出す る の は 、 次 の よ う な
　 （4 ケ

要 素 で あ る 。

AB

C

D

EFGH

1

JKL

性の 制 約 が ある 。 A1 男 児の 遊 び 、
　 A ・女児 の 遊 び 。

年 齢 の 制約 が あ る 。 B12 歳 く ら い 以 下 、
　 B ， 3 、 4 歳 く ら い 、

　 B35 、 6 歳 く ら い 、 、

B4 小学 校低 学 年 、
　 B5 小学 校高 学年以 上 ……

。

人 数の 制約 が あ る 。 C ，単独 、　 C2 双対 、　 C3 三 、 四人 く ら い 、　 C4 大 勢、　 C5 組 分 けす

る
……

。

時 の 制 約 が ある 。 D1 正 月の 遊 び 、
　 D ・ 春 の 遊 び 、

　 D ・ 夏 の 遊 び 、
　 D ・ 秋 の 遊 び 、

　 D ・ 冬

の 遊 び 、 D6 特定 の 日 の 遊 び ・・…・
。

場 所 の 制約 が あ る 。 E ・外 遊 び 、
　 E ・ 内遊 び 。

地 域性 が 強 い 。

鬼 遊 び 。 G1 鬼 が 要 る 、（｝2 鬼 の 力 を弱 め る 方法 を と る 、　 G ，渡 し 鬼 を す る tt・…
。

道 具 遊 び 。 ｝1　 ，紐 、 H ，竹 馬
・一

足 、　 H3 独 楽 、　 H4 凧、　 Hs お 手 玉 、
　 HG 手 鞠 、　 H7 石 、

H8 輪切 りに し た 丸木 とそ れ を打 つ 棒 、
　 Hg 打毬用 の 木 と そ れ を打 つ 棒 、

　 Hr 。 ぶ らん

こ 、H ， ，風 船玉 、　 H12 飯 ご と の 道具 、
　 H13 泥 遊 び の 道 具 、

　 H14 鳥 を捕 ま え る 道 具 ……
。

体 遊 び 。 1 、 目 と 目、 12 首 と首 、 工 3 腕 と腕 、 14 指 と指 、 IE 脛 と脛 、 16 体 と体 、

17 腕 、 工 8 手 、 Ig 手の 甲 ， IT ・ 肩 ・…・・
。

口 遊 び 。 J 、 決 ま り文句 や 歌 が ある 、
　 J2 問答 を す る 、

　 J3 か け 声が 要 る ……
。

あ て も の 遊 び 。

ご っ こ 遊 び （ミ ミク リー
、 模倣 性 ） 。
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集 め遊 び 。

作 り遊 び 。

競 り遊 び （ア ゴ ーン ）。 0 且勝 者 を決 め る きま りが あ る、 02 勝 ち負 け を争 う……
。

じ ゃ ん 拳 が 必 要で あ る 。

宗 教性 が 残存 す る 。

表 現 性 が 求 め られ る 。

偶然性 （ア レ ァ ）が 高 い 。

熟達性 が 求 め られ る 。

組織性 をと も な う 。

戦 略性 が 求 め られ る 。

反復 性 を 有 す る 。

動 作性 が 求 め られ る 。 Xl 二 手 に 分かれ る 、　 X ・ 手 を つ な ぐ、 X3 肩 で 手 を組 み 合 わ す 、

X4 連 鎖 す る 、
　 X5 横 に並 ぶ 、

　 X6 縦 に 並ぶ 、
　 X7 円 くな る 、

　 Xs 円 を描 い て 廻 る 、
　 Xg

鬼や 非 鬼 の 周 囲 を廻 る 、 X 上 ・ うず くま る 、
　 Xrt 跳ね る 、　 X12 投 げ る、　 XL3 相 手や 鬼

を俯伏 せ に す る 、 X14 人が 重 な っ て 上 か ら押 す 、　 Xl5 相手 や鬼 を挑発 す る 、 Xi6 髪

を引 っ 張 る 、 X17 互 い に 引き 合 う 、 X 、 8 手 を叩 い た り打ち合 わ した りす る 、
　 Xlg 相

手や 鬼 を 打 っ た り叩 い た りす る 、 X2 ・ 掻 く、 X2 ユ抓 る 、　 X22 押 し合 う、　 X23 相手 あ

る い は 鬼 と反対 の 動作 をす る 、 X 、 。 動作 を次第 に 速 くす る 、
　 X 、 5身 を隠す 、　 X26 歩

く、 Xz7 走 る、　 X28 逃 げ る 、
　 X2g 探す 、

　 X30 追 い か け る 、
　 X31 捕 ま え る 、

　 Xs2 履物

を奪 う、 X33 人や 物 を取 り返 しに い く 、 X ， 、敵 の 陣 地 を攻め て 占領 す る 、
　 X ， 5 睨み

合 い 形 相 を変 え て 相 手 を笑 わ せ る 、 X36 お 手玉 や鞠 を 空 申 に 上 げて 取 る、　 X37 交代

す る 、 X38 竹 馬 に 乗 る 、　 Xsg 独楽 を回 し て 遊 ぶ 、
　 X4 。凧 を上げ る 、

　 X41 丸 木 を棒 で

打 つ
、 X42 木 を棒で 打 っ て飛 ばす 、

　 X43 風船 玉 を打 っ て 遊 ぶ 、
　 X44 ぶ らん こ を揺 す

る、 X45 大 人 を模倣 す る 、
　 X46 相 撲 を とる 、

　 X47 物 を作 る 、
　 X48 舞 台 で 興 じる ……

。

衰退 性 が 見 られ る 。 Y1 大正 時代 ま で は よ く見 か け た 、　 Y ・昭 和 の 初め 頃 ま で は よ く

見 か けた 、 Y3 戦 前 ま で よ く見か け た 、　 Y ，最近 ま で 行 わ れ て い た
……

。

　 『守貞謾稿 』の   〜  の 童遊 びの 知 的意味 を成 分分析 して か らクラ ス ター分析 しデ ン ド

ロ グラ ム で 表 示す る と 、  〜  の遊 び が お 互 い に ど の く ら い の 類 似度 ・意 味 的距 離 を有 し

て 存 在 し 、 ど の 童 遊 び と ク ラ ス タ
ーをな す か が は っ き り分 か る 。 ま た 、 数 量 化 皿 類で 分 析

し て プ ロ ッ ト表 示 して も 、 似 た 動作 や 口遊 び ・人 数 ・遊 ぶ 場 所な ど の 面 で 共 通の 意味 特徴

をを も つ もの は 近 い 位 置 に くる の で 、 そ の 類 似性 を捉 え る こ と が で き る 。

2 　 感情 的意味 の 体系化

　従 来の 方言 学の 語彙 研 究 や 民 俗学 の 童遊 び の 研 究 で は 、 もっ ぱ ら知 的 意 味 レ ベ ル の 語彙

の 意味特徴 や 弁 別 的特徴 を記述 し語 彙構造 や 体 系 を論 じ て きた が 、 そ れ らの 語彙 の 感 情 的

意 味 を形 成す る要素 と して 、
こ れ ま で の 実態調 査 で は お お むね 次 の よ うな も の が 観察 され

る （文献 資料 で も認 定 で き る もの が あ る が 、 記 述 の 欠落 す る も の が 多 い ） 。

　 a 　 単 純 ・簡 単 な感 じ が す る 。

　 b 　難 しそ うな と こ ろ が あ りそ う で 、 ち ょ っ と 不安 に な る 。

　 c 　パ イ デ ィ ァ （解 放感 ・気晴 らし ）を感 じ る 。
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ル ドウ ス （困難 に遭遇 し そ れ を 越 え る こ と で 得 られ る満 足感 ）を感 じる 。

うれ しい 。 e 、 うま く作 れ て うれ しい 、
　 e2 竸 り合 い に 勝 て て うれ し い

……
。

創 意性 が 発 揮 で き る 。

緊 張感 が あ る 。

楽 しさ が 感 じ られ る 。 h ・ 鬼 をか らか う楽 し さ 、
　 h2 決 ま り文 句 ・歌 ・

h3 物 を遠 くまで 飛ば す 楽 しさ 、
　 h4 演 じる 楽 し さ 、

　 h5 見 る楽 し さ 、

争 う楽 し さ 、 h7 渾 身 の 力 をふ り しぼ る楽 し さ……
。

面 白 さ 。 ii 相 手が痛 が る動作 の 面 白さ、 i 、模倣の 面 白 さ
……。

爽 快感 を得 られ る 。

　 　 　 　 　 　 げん うん

イ リ ン ク ス （眩 暈 ）を感 じ る 。
k1 回 転 、

　 k ・ 空 中移 動 、
　 k　3 高所 、

　 k4 高速 、

る 、 k6 激 し く打つ ……
。

勇壮 な 感 じが す る 。

問答 の 楽 し さ 、

h6 勝 ち 負け を

k5 揺 れ

誇 らしさを感 じ る 。 m1 見事 な もの を創作 し た 誇 ら し さ 、
　 m ・勝 負 に 勝 っ た誇 らしさ 、

m3 宝物 を見せ る 時 の 誇 ら し さ ……
。

充実 感 を感 じ る。

す ぐ飽 き る か ら つ ま らな い 。

恐 怖感 を覚 え る 。

　 こ れ ら a 〜 p ま で の 感惜的 要素 と童遊 び と は 、 知 的意 味 の 場 合 と 同 じよ うに 有 意 味 に 結

合 し て 語彙 体 系 を形成 す る し、知的 意味 レ ベ ル の 時 と は 異 な る ク ラ ス タ ーを な す こ と も少

な くな い 。 私 た ち を取 り巻 く言語 文化 は 、 日本の 文 化で あ ろ う と外 国 文 化 の そ れ で あ ろ う
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く4 ｝

と 、 きわ め て 複 雑 な意 味要 素 の 集合 体 と して 存在 し て い る 。 そ して 、 そ れ らは 知 的意 味 や

文法的 意味 ・表 現 的 意 味 ・社 会 的 意 味 な ど を 中心 と し た 普遍 性 の 強 い 保守的 な 部 分 体系 と、

感 情的 意味 ・地域 的意味 ・文化 的意味 の よ うに個別性の 強 い 流 動的 な部 分体 系 とで 構成 さ

れ て い る 。 し た が っ て 、 言 語文化 の 総 体 を科学 的 に 体 系化 して い く に は 、 言 語事 実 を等質

な 規準 で 分 析 し、分類 し 、 整 合 的な形 で デ
ー

タ化 して い か な け れ ば な らな い 。

注

（1 ）　 4 要素 ＝ 「ア ゴ ー ン 」 （競 争 ）、 「ア レア 」 （偶然 ）、 「ミ ミ ク リー」 （模 擬 〉、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 げん うん

　　厂イ リ ン ク ス 」 （眩暈 ） 。 イ リ ン ク ス は 、 高速 で
一気 に 降 りる 時 の よ うな身体 的快 感

　 や 、逆 転 満塁 ホ
ー

ム ラ ン で 勝 っ た 時 の よ うな精 神的 快感 を い う 。 2 概念 は 「パ イ デ ィ

　 ァ 」 （解放 感 ・気晴 ら し ）と 「ル ドウス 」 （困難 に 遭 遇 しそ れ を越 え る こ と に よ っ て

　 得 られ る愉 快 さ ・満足 感 ）を い う 。

（2）　形 式 的 分類 の 要 素 と し て 「積極 的 」 厂消 極 的 」 「文化的 」 「生物 的 」 、 構成 要素 と

　 して 「勝敗 」 「表現 」 「偶然 」 「熟達 」 、 心 理 的要素 と し て 「緊 張 」 厂創 意」 「め ま

　 い 」 「安楽 さ」の 計12種 の 要素を あげた （青柳 ま ち子　1977 　32頁 ）。

（3） 飄 石 。 つ ぶ て を打 つ 遊 び 。

（4 ）　多良 間 島童 遊 び の 知 的意味 要素 と感 情的 意味 要索 は 拙著 『日本 語語彙の 研 究 』第 二

　 章に 紹介 した が 、
こ こ で は 童 遊 び

一
般 の 記述 に 耐 える よ うか な り の 要素 を補完 し た 。

（5） 上記 （3）の 第 十 章に 「多文 化調 査 」の 文例 と解 析結 果 を紹 介 した 。

一31 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


